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　八戸が歩んできた歴史の分岐点にあって、大きな役割を果たした3人の女性に目を向けます。彼女たちは、どのように生き、
何を残したのか。数少ない関係資料を手がかりに、それぞれの時代背景を踏まえながら、彼女たちの実像に迫ります。

10月5日（土）～11月24日（日）博物館

八戸市博物館
Ｔ44-8111 住根城字東構35-1 休10/15・21・28、11/5・11・18 【観覧料】一般300円、高校・大学生150円（団体料金
あり） ※小・中学生は無料、市内65歳以上・障害者手帳をお持ちの人と同伴者1人は半額 【協力】岩手県立図書館、もりおか歴史
文化館、遠野市立図書館、八戸市立図書館、光龍寺、南宗寺、遠野まつり実行委員会、新田城まつり実行委員会、安田コレクション

日時 10月27日（日）13：30　講師 佐
さ た

多芳
よ し ひ こ

彦（立正大学教授）
定員 �80人  申込開始日 9月20日（金）9：00

講演会「中世女性のワードローブ −衣服から髪型、きこなしまで−」  要申込   ギャラリートーク
日時 10月13日（日）・11月4日（月・休）14：00

日時 11月16日（土）13：30
講師 �菊

き く ち

池慶
け い こ

子（東北学院大学東北文化研究所 特別研究員）
定員 �80人  申込開始日 9月20日（金）9：00

講演会「武家の相続と女性 −ねね・鶴姫・南部麻が担った役割−」  要申込 日時 �10月14日（月・祝）、11月2日（土）10：00
場所 史跡根城の広場（雨天時は根城公民館）
対象 親子・一般（小学生以下は保護者同伴）
定員 15人　申込開始日 9月20日（金）9：00

体験学習会「はじめてのなぎなた」  要申込 

日時 �11月9日（土）9：00〜12：00　場所 中心街
対象 親子・一般（小学生以下は保護者同伴）
定員 15人　申込開始日 9月20日（金）9：00

館外フィールドワーク
「八戸城下めぐり−特別編−」  要申込 日時 �10月19日（土）10：30〜15：30

内容 �①キャラクターショー②戦国ファッションショー ほか
　　 ※詳しくはホームページ・SNSをご覧ください。
場所 史跡根城の広場 　定員 100人

根城 SHOW TIME  要申込 

境界線上の彼女たち 秋季特別展 −ねね・鶴姫・南部麻−

　縄文文化の集大成である亀ヶ岡文化が花開く少し前、是川遺跡からほど近い風張1遺跡では、大きなムラが営まれていました。
本遺跡から出土した国宝・合掌土偶は、7月10日で国宝指定から15周年を迎えました。
　これを記念して、本展覧会では、風張1遺跡を中心とした合掌土偶ができた縄文時代後期の出土品を紹介し、当時の縄文人
がどのような暮らしをしていたのか、その様子に迫ります。

埋蔵文化財センター是川縄文館
Ｔ38-9511 住是川字横山1 休10/7・15・21・28、11/5・11・18 【観覧料】一般250円、高校・大学生150円（団体料金
あり） ※小・中学生は無料、市内65歳以上・障害者手帳をお持ちの人と同伴者1人は半額 【協力】青森県埋蔵文化財調査セン
ター、岩手県教育委員会、（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、軽米町教育委員会、軽米町歴史民俗資料館

日時 会期中の毎週（土）14：00
※10月26日、11月9日は10：00

ギャラリートーク縄文しおり作り  要申込 

日時 �10月13日（日）10：00、13：30
定員 各回12人
料金 100円

縄文プラ板ストラップ作り  要申込 

日時 �11月10日（日）10：00、13：30
定員 各回12人
料金 200円

合掌土偶がつくら
れたころのくらしを
探るるん♪

日時 10月26日（土）14：00～16：00
演題 �風張1遺跡をめぐる縄文土器の象

徴的世界
講師 �中

な か む ら

村耕
こ う さ く

作（大学共同利用機関法人人
間文化研究機構国立歴史民俗博物
館 研究部 准教授）

定員 100人

企画展考古学講座  要申込 

−合掌土偶国宝指定15周年記念− 合掌土偶ができたころ
10月5日（土）～11月24日（日）是川縄文館

秋季企画展


